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多賀城市は、平成 23年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の経験や記憶を風化させず、将来にわた

り多賀城の防災・減災に生かすために、本市と連携と協力に関する協定を締結している東北大学災害

科学国際研究所（平川新所長）と連携して、「多賀城市震災経験・記録伝承事業」を開始しました。 

 市内で撮影された写真等・体験談などの震災以降の貴重な資料をデジタルアーカイブすることで、

本市特有の被災状況や被災経験を内外に積極的に発信し、本市の記録を後世まで伝承するとともに、

今後起こりえる大規模災害への備えを学びます。 

また、収集・整理した記録から本市の被災状況を分析した上で、震災以降、本市で何が起きていた

のかなどを総合的に分かりやすく、インターネット上で公開すると共に、今後の防災・減災事業へ生

かしていこうとする取組みで、平成 26年 3月の公開を目指して事業を進めます。 

 公開にあたり、本市では震災の記録としてこのデジタルアーカイブへ登録する写真データや、映像

等を広く募集しています。貴重な記録情報のご提供にぜひご協力ください。 

ご提供いただきたい情報

 多賀城市内の震災の様子や、復旧・復興の様子が分る画像情報、映像情報、資料情報等 

※情報のご提供にあたり、使用許諾書へのご記入等をお願いします。 
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